
                                                    
                        

 
                      

NEWS RELEASE                     2009 年 7 月 21 日 
 

富山大学との共同研究で 

メカブフコイダンの鳥インフルエンザウイルス感染に対する有用性を確認 

 

～2009 年 7 月 19 日から 24 日までオーストリア・ウィーンで開催される国際会議 

「15th European carbohydrate symposium」で発表～ 
 
 
理研ビタミン株式会社は、富山大学大学院 医学薬学研究部 生薬学研究室 林利光教授との
共同研究でわかめのメカブ（※１）から抽出したフコイダン（※２）に、鳥インフルエンザ

の感染予防作用があることを動物試験にて確認しました。 
 研究成果はオーストリア・ウィーンで開催される国際会議「15th European carbohydrate 
symposium」で発表します。 

 
理研ビタミン株式会社はこれまでに、各大学との共同研究から細胞試験や動物試験で、わ

かめのメカブから抽出したフコイダンに強い免疫調整作用があることを実証してきました。

その結果、インフルエンザウイルスやヘルペスウイルスなどに対する抗ウイルス作用、抗ア

レルギー作用、抗腫瘍作用などの機能性が明らかとなり、これらの研究成果を学術論文で報

告しています（参考文献）。 
 
今回はメカブフコイダンの鳥インフルエンザ感染についての有用性を動物試験で調べまし

た。 
 
マウスに弱毒性の鳥インフルエンザウイルス（H5N3亜型もしくはH7N2亜型）を鼻から
感染させ、メカブフコイダンをウイルス感染 1週間前から感染 1週間後までの 2週間、経口
投与しました。その結果、メカブフコイダンの投与により肺や気道でのウイルス増殖が有意

に抑制されました。また、抗体の産生量が上昇していることもわかりました。これらの効果

はメカブフコイダンの投与量に依存した効果でした。 
 
さらに、ウイルスが感染する場であるのどや鼻などの粘膜面に存在し、ウイルスや細菌な

どの侵入を阻止する生体防御成分である分泌型 IgAの産生量が、メカブフコイダンの摂取に
より増加することが明らかとなりました。 
 
風邪やインフルエンザといった感染症は毎年流行し、私達の日常生活に支障を与えます。

加えて近年は鳥インフルエンザや新型インフルエンザの流行、薬剤耐性インフルエンザウイ

ルスの出現が問題となっており、感染症を予防するうえでも生体防御機能を高めておくこと

が大切です。本研究の結果より、食品素材による鳥インフルエンザの感染予防や早期治癒の

可能性が示唆されました。 
 
理研ビタミン株式会社は、今後とも天然物の有効利用について研究を進め、食を通じて  

お客様に健康と豊かな食生活を提供してまいります。 
 
 
 

 
 



 
【用語の説明】 
（※１）メカブ 
  胞子がつくられるわかめの生殖器。 
（※２）フコイダン 
  海藻の褐藻類（わかめやコンブなど）に含まれる、フコースを主成分とした硫酸化多糖

類の総称。メカブの粘り成分の一つがフコイダン。 
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